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彰

大
英
図
書
館
所
蔵
の
敦
短
文
献
に
は
、
帰
義
軍
政
権
に
よ
る
羊
の
徴
収
に
関
係
す
る

S

八
四
四
六
+
八
四
天
八
十
八
四
四
五
、

S

八

四
四
八
A

、

S
八
四
四
八

B

の
三
件
の
文
書
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
人
名
や
羊
数
等
の
具
体
的
な
情
報
を
多
く
有
し
て
お
り
、

敦
燥
オ
ア
シ
ス
周
辺
の
牧
畜
業
の
実
態
を
探
る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
史
料
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
S
X
四
四
六
十
八
四
六
八
十

八
四
四
五
は
「
税
羊
」
等
の
羊
の
徴
収
に
関
す
る
表
現
を
有
し
て
お
り
、
他
の
二
件
の
文
書
と
も
密
接
に
関
蕊
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

(l) 

本
稿
で
は
便
宜
的
に
こ
の
三
件
の
文
書
を
「
税
羊
文
書
」
と
総
称
す
る
。
一

こ
の
税
羊
文
書
に
関
し
て
は
、
栄
新
江
氏
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
目
録
の
中
で
、
す
で
に
多
く
の
情
報
が
与
十
え
ら
れ
、
そ
の
重
要
性
が

強
調
さ
れ
て
い
る
[
栄
新
江
一
九
九
四
三
四
、
八
八
f
九
二
頁
〕
。
ま
ず
、
栄
新
江
氏
は
税
羊
文
書
に
含
ま
紅
る
一
二
の
テ
キ
ス
ト
に

(2) 

解
説
を
施
し
、
こ
れ
ら
が
帰
義
軍
政
権
領
域
内
の
常
楽
鎮
と
紫
亭
鎮
と
で
行
わ
れ
た
羊
の
徴
収
の
際
に
作
成
さ
れ
た
リ
ス
ト
と
そ
れ
に

ザ
ス
ト
に
含
ま
れ
る
全
て
の
人
名
を
録
出
し
、
す
ス
ト
聞
の
人
名
の
重
複

敦
燈
税
羊
文
書
考

坂

尻

は
じ
め
に

1 

関
連
す
る
記
事
と
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、

宏



た
年
代
を
、
巳
年
(
九
四
五
)
、
丙
午
年
(
九
四
六
)
、

か
ら
こ
れ
ら
の
リ
ス
ト
が
互
い
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
も
提
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
人
名
を
手
が
か
り
に
税
羊
文
書
に
記
さ
れ

(
3
)
 

丁
未
年
(
九
四
七
)
、
辛
亥
年
(
九
五
一
)
に
比
定
し
て
い
る
。

2 

栄
新
江
氏
に
よ
る
紹
介
以
来
、
税
羊
文
書
は
帰
義
軍
時
代
の
敦
燈
オ
ア
シ
ス
周
辺
め
牧
畜
業
に
関
す
る
研
究
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。

ま
ず
、
鄭
畑
林
氏
は
敦
埠
オ
ア
シ
ス
周
辺
の
放
牧
地
分
布
と
各
放
牧
地
の
特
徴
と
を
分
析
す
る
中
で
本
文
書
に
言
及
し
、
紫
亭
鎮
と
常

楽
鎮
と
の
周
囲
が
そ
れ
ぞ
れ
主
要
な
放
牧
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
[
鄭
畑
林
一
九
九
六

一
O

一
二
、

一
五
頁
〕
。
ま
た
、

張
亜
洋
氏
は
帰
義
軍
政
権
の
牧
羊
専
門
機
関
で
あ
る
羊
司
の
職
掌
を
説
明
し
、
本
文
書
に
触
れ
て
羊
司
の
徴
収
業
務
に
つ
い
て
述
べ
て

い
る
[
張
亜
淳
一
九
九
七

一
三
O
頁
]
。
さ
ら
に
、
包
小
虹
氏
は
、
帰
義
軍
時
代
に
お
け
る
民
間
の
牧
畜
業
の
発
展
を
示
す
史
料
と
し

て
本
文
書
を
取
り
上
げ
て
い
る
[
包
小
紅
二0
0

全
体
的
な
構
成
、

一
三
六
百
九
]
、
帰
義
軍
時
代
に
作
成
さ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
文
牧
畜
関
係
文
書
の
分

析
を
行
う
中
で
、
鎮
の
駐
在
官
た
ち
が
鎮
周
辺
の
牧
畜
に
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
鎮
に
お
け
る
羊
徴
収
業
務
に
責
任
を
負
っ
て
い
た
こ

八
O
i
八
六
頁
]
。
こ
れ
に
加
え
て
、
筆
者
は
本
文
書
の
概
要
、

内
容
の
持
つ
意
義
に
つ
い
て
報
告
し
〔
坂
尻
一
九
九
九

と
を
、
本
文
書
を
利
用
し
て
明
ら
か
に
し
た
[
坂
尻
二O
O
二

七
五
!
七
七
頁
]
。

亜
淳
、
し
か
し
な
が
ら
、
税
羊
文
書
そ
の
も
の
に
対
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
子
つ
か
ず
の
状
態
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ち
、
前
述
の
鄭
畑
林
、
張

包
小
紅
の
三
氏
の
論
文
で
は
、
栄
新
江
氏
の
目
録
の
記
事
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、
文
書
そ
の
も
の
か
ら
直
接
分
析
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

目
録
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
文
書
内
容
の
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
筆
者
の
論

文
で
は
関
係
す
る
箇
所

[
S八
四
四
六
十
八
四
六
八
十
八
四
四
五

(
3
)、

(
4
)、
裏
(
2
)
]の
録
文
を
作
成
し
分
析
を
行
っ
た
。
た
だ

し
、
紙
幅
や
論
旨
の
制
約
の
た
め
文
書
全
体
の
録
文
は
提
示
し
て
お
ら
ず
、
税
羊
文
書
自
体
に
対
す
る
検
討
は
行
わ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
筆
者
の
原
物
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
ま
ず
税
羊
文
書
の
全
て
の
録
文
を
提
示
し
議
論
の
基
礎
と
す
る
。
次
に



分
類
し
、
文
書
の
機
能
を
軸
に
税
羊
の
徴
収
過
程
を
再
現
す
る
。

文
書
の
形
態
や
書
式
の
分
析
か
ら
、
税
羊
文
書
の
文
書
処
理
過
程
に
考
察
を
加
え
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
文
書
の
内
容
か
ら
リ
ス
ト
を

録
文

(
4
)
 

ま
ず
、
税
羊
文
書
の
録
文
を
提
示
す
る
。
な
お
、
テ
キ
ス
ト
の
番
号
は

栄
新
江
氏
の
目
録
に
従
い

リ
ス
ト
の
内
容
を
表
と
し
て
添
え
る
。

敦燈税羊文書考

S

八
四
四
六
+
八
四
六
八
十
八
四
四
五

〈
前
紋
V
I
I
-

〕
口
口
円
ハ
ハ
ハ

(
1
)
 

1

丙
午
年
六
月
廿
七
日
、
羊
司
於
常
楽
税
羊
納
羊
人
名
目
。

2

田
副
使
納
羊
三
口
。
王
再
寧
納
両
日
。
氾
康
員
羊
両
日
。

3

氾
賢
信
納
両
(
畠
旦
)
口
。
沙
骨
旧
ん
羊
両
日
。
陽
監
使
羊
拾
(
捌
)
口
。

4

墾
海
通
羊
一
口
。
史
安
徳
羊
一
口
。
米
安
定
羊
両
日
。
米
安
久
両
日
。

5
杜
午
信
羊
三
口
。
陰
阿
鞠
羊
両
口
。
王
勘
忠
羊
一
口
。
胡
清
子
羊
一
口0

6

王
清
々
羊
両
口
。
索
建
宗
羊
一
口
。
董
清
児
羊
一
口
。
張
玉
三
羊
一
口
。

7

張
文
建
羊
一
口
。
周
略
子
羊
一
口
。
周
清
奴
羊
一
口
。
安
員
住
羊
一
口
。

8
蹄
回
目
羊
一
口
。
匝
隅
惟
羊
一
口
。
陣
障
件
羊
一
口
。
陳
民
情
羊
陸
口
。

9

畑
都
知
羊
五
口
。
惟
榊
同
羊
両
日
。
阿
憤
同
宣
口
。
惇
樋
隔
羊
一
口
。

3 

( 1 )のリスト

回副使 3 王勘忠 1 康章午 1 買鶴子 2 

玉再寧 2 胡消子 1 康文君 6 隊南山 l 

m康員 2 王清々 2 何都知 5 吉安住 2 

氾賢信 1 索建宗 1 社神好 2 吉員通 4 

沙骨児 2 董f青児 1 氾賢々 l 回永住 1 

陽監{吏 8 張王三 l 李通信 1 張再誠 1 

翠海道 1 張文建 1 杜神慶 2 委員信 2 

史安徳 1 周略子 1 杜幸深 3 翠郷官 1 

米安定 2 周清奴 1 陽潤寧 3 陽友{言 2 

米安久 2 安員住 1 董湾住 1 王員徳 2 

社呉信 3 蘇富昌 1 氾富定 1十2 46 人 89 頭キ

陰阿鞠 2 王保住 1 安掲撞 2 *実際には90頭

表 1



4 

叩
社
神
慶
羊
両
日
。
社
幸
深
羊
三
口
。
陽
潤
寧
羊
三
口
。

日
董
再
住
羊
一
口
。
氾
富
定
羊
一
口
。
安
掲
撞
羊
両
日
。
貰
鶴
子
羊
両
日
。

ロ
鯨
楠
凶
羊
一
口
。
又
阿
国
淀
納
羊
両
日
。
情
院
惟
羊
両
日
。

日
土
日
員
通
羊
摩
口
。
同
ほ
惟
羊
一
口
。
張
再
誠
羊
一
口
。
懐
国
情

H
羊
両
日
。
岡
田
郷
官
堂
口
。
陽
園
陪
羊
両
口
。
恒
国
陣
羊
両
口
。

・
「
紫
亭
」
・
:
「
計
羊
八
十
九
口
」
:

(
2
)
 

1

丙
午
年
三
月
九
日
、
羊
司
圏
見
得
名
目
。

2
桃
義
盈
羊
萱
口
。
烏
竹
前
羊
両
口
。
王
丹
子
羊
両
口
。
大
曹
都
知

3

羊
陸
口
。
曹
願
昌
羊
律
口
。
氾
郷
官
羊
萱
口
。
張
清
児
羊
韓
日
。

4
陵
庁
陸
地
内
羊
畠
旦
口
。
除
同
惟
羊
時
昨
日
。
圧
阿
川
円
羊
時
昨
日
、
又
霊
口
。

5

王
鍛
子
羊
萱
口
参
口
。
押
街
張
延
得
羊
伍
口
。
頁
郷
官
羊
登
口
。

6

呉
賢
子
羊
拾
口
。
李
吉
昌
羊
両
口
。
王
棟
校
羊
両
日
。
李
柴
田
羊
臨
時

7

口
。
旦
雪
一
々
羊
津
口
。
孟
子
盈
羊
拾
口
。
慕
容
住
子
羊
登
口
。
龍
宗
子

8

羊
拾
口
。
悉
末
羅
丹
羊
参
口
。
王
子
羅
丹
羊
宣
口
。
圃
圃
園
羊

9

参
口
。
除
同
陣
羊
童
日
。
医
院
阪
羊
参
口
。
除
阿
情
羊
登
口
。
防
庁

叩
悉
鶏
羊
萱
口
。
本
子
阿
柔
両
口
。
翠
全
子
羊
室
口
。
押
街
唐
醜
児
羊
両
口

口
萱
口
、
又
両
日
。
計
量
伯
萱
口
。

(
3
)
 

1

丙
午
年
二
月
十
九
日
、

税
巳
年
出
羊
人
名
目
。
王
安
奴
伍
口α

楊
山
鶏
萱
口

(2)のリスト

銚義盈 1 押街張延得 5 王子羅丹 1 

馬竹訊 2 買郷宮 1 南醜胡 3 

王丹子 2 呉賢子 10 朱可遮 1 

大曹都知 6 李吉昌 2 王安奴 3 

曹願昌 4 玉校棟 2 呉阿驚 1 

氾郷官 1 李柴田 4 李阿染 2 

張清児 4 景三々 4 翠全子 1 

安子悉鶏 1+1 孟子盈 10 押街唐融児 1 ~ト2

陰再住 4 慕容イ主子 1 30 人 101 頭

王丹々 4+1 能宗子 10 〆_...イ
王鎚子 3 悉末経丹 3 ど竺プ

表 2



敦漣税羊文書考

2

陽
陣
回
登
口
。
南
醜
胡
両
日
。
宋
再
定
陸
口
。
博
財
は
け
参
口
。
匝
回
同
参
目
。
悔
悟
随

3

登
口
。
張
清
児
捌
口
。
蘇
桑
子
楽
口
。
石
富
寧
参
口
。
挑
義
盈
雨
口
。
杜
寧
子
韓
日
。

4

肌
障
は
萱
口
。
惰
都
頭
参
口
。
晴
情
慣
両
日
。
匝
庁
催
国
川
堂
口
。
匝
田
川
拾
口
。
情
陣

5

児
島
且
口
。
王
鍛
子
両
日
。
口
口
住
参
口
。
李
阿
桑
陵
口
。
唐
不
枕
頭
萱
口
。
景

「
米
」

6

都
街
障
口
。
朱
悉
羅
霊
口
。
李
柴
田
伍
口
。
何
前
児
梁
口
。
頁
郷
官
両
日
。

「
末
」

7

龍
宗
子
韓
日
。
孟
子
盈
韓
日
。
張
慶
安
両
日
弁
得
子
。
王
悉
羅
丹
童
日
。

8

都
計
数
量
伯
陸
口
。
内
両
日
死
、
領
不
得
。
柴
田
陣
慨
汗
「
略
花
押
」

副
使
陳
「
略
花
押
」

監
使
王
「
略
花
押
」

9 (
4
)
 

日
丙
午
年
二
月
廿
四
日
不
奉
官
格
、
副
使
陳
保
定
・
監
使
王
速
略

ロ
着
罰
羊
拾
口
。
内
得
羊
臨
時
日
。
更
残
陸
口
、
在
武
人
身
上
者
。

日
監
使
王
「
略
花
押
」

H

副
使
陳
「
略
花
押
」

5 

(5) 

1

丁
未
年
四
月
十
二
日
、
米
羊
司
就
於
常
楽
宮
税
制
単

2

家
羊
数
。
謹
具
名
目
。

3

陽
安
徳
白
羊
参
口
、
結
羊
武
口
。
康
文
君
白
羊
伍
口
、
鈷
羊

4

参
口
。
氾
萄
子
鈷
羊
萱
口
。
荊
文
進
白
羊
登
口
。
陽
再
子
白

5

羊
登
口
、
鈷
羊
霊
口
。
令
狐
什
徳
殺
羊
萱
目
。
何
住
子
白
羊

(3)のリスト

王安奴 5 張善通 1 高都頭 3 李阿染 6 龍宗子 4 

揚山鶏 1 張滑児 8 曹再歳 2 唐不硫頭 1 孟子盈 4 

揚漢児 1 蘇菜子 7 王子羅丹 1 景都衡 4 張慶安 2 

南醜胡 2 石富寧 3 王丹々 10 朱米悉羅 l 王悉末羅丹 1 

宋再定 6 挑義盈 2 唐醜児 1 李柴田 5 32 人 106 頭

李竹子 3 杜寧子 4 王鍛子 2 何前児 7 / 
王丹子 3 孔義弘 1 ロ口住 3 買郷宮 2 /' 

表 3



6 

6

両
口
、
対
羊
両
口
。
氾
康
員
殺
羊
両
日
。
米
安
定
殺
羊
萱
口
。

7
蘇
富
昌
白
羊
萱
口
、
対
羊
萱
口
。
氾
賢
々
白
羊
両
日
。
沙
骨
児

(
白
)

8

白
羊
萱
口
、
結
羊
両
日
。
史
安
口
口
羊
態
口
、
殺
参
口
。
索
怒
奴

9

鈷
羊
萱
口
。
国
陳
情
臼
羊
園
田
。
惟
榊
岡
山
白
羊
両
口
、
殺
一
口
。

山
吉
安
住
白
羊
両
口
、
鈷
羊
堂
因
。
陽
友
信
白
羊
両
日
、
殺
羊

日
両
日
。
米
安
久
鈷
羊
陰
口
。
口
慶
児
殺
羊
萱
口
。
張
王

ロ
三
殺
羊
登
口
。
委
員
信
設
羊
両
日
。
回
副
使
白
羊
登
口
、
鈷
一
口
。

日
氾
賢
信
白
羊
萱
口
、
結
羊
畠
旦
口
。
周
清
奴
殺
羊
雨
口
。

H
朝
慌
善
徳
羊
萱
口
。
張
口
貝
満
白
羊
萱
口
、
殺
羊
霊
口
。
李
福

日
達
殺
羊
萱
口
。
王
保
住
殺
羊
萱
口
。
翠
善
員
殺
羊
一
目
。

日
陳
南
山
白
羊
萱
口
、
対
羊
萱
口
。
陰
南
山
殺
羊
霊
口
。
吉
田
貝
通

口
鈷
羊
萱
口
。
社
神
慶
白
羊
畠
旦
口
。
王
保
達
殺
羊
萱
口
。
安
掲

叩
叩
撞
結
羊
土
宣
口
。
「
八
月
廿
日
、
匹
常
楽
百
姓
左
怒
子
手
上
、

四
領
得
羊
伍
十
武
口
」
。
「
十
一
月
十
九
日
、
常
楽
氾
平
水
子

「
口
」

却
上
、
領
得
羊
二
十
六
日
」
。
「
社
伍
子
前
後
納
羊
柏
木
検
按

紅
無
名
口
末
不
得
」
。
「
略
花
押
」

(
6
)
 

1

辛
亥
年
正
月
廿
七
日
、
紫
亭
羊
数
名
目
。

「
残
八
日
」

2

切
満
就
谷
過
見
羊
十
六
口
。
区
川
竹
一
前
羊
一
百
六
十
日
。

前半

~ ヒツジ ヤギ 計 蘇富昌 1 1 2 

陽安徳 3 2 5 氾賢々 2 2 

康文君 5 3 8 沙骨児 1 2 3 

氾萄子 1 1 史安口 4 3 7 

荊文進 1 I 索愁奴 1 1 

陽再子 1 1 2 史安吉 1 1 

令狐什徳 1 1 社神好 2 1 3 

何住子 2 2 4 吉安住 2 1 3 

氾康員 2 2 陽友信 2 2 4 

米安定 l 1 米安久 4 4 

(5 )のリスト表 4-1



「
残
九
口
」
「
残
五
日
」

3

朱
幸
千
一
百
六
十
六
口
。
唐
万
住
一
百
三
十
口
。
監

「
残
九
口
」
「
残
十
四
日
」

4

園
羊
一
百
二
十
三
日
。
匝
押
僑
一
百
六
十
四
日
。
匝
国

「
暗
」

5

丹
羊
四
十
六
(
七
)
口
。
帳
設
七
日
。
暢
吃
憾
日
羊
二

「
掲
」
「
伍
十
日
」

6

十
七
日
。
何
渇
羅
四
十
七
口
。
楊
郎
二
十
二
日
。

〈
後
快
〉

敦娃税羊文書考

裏
(
1
)

〈
前
候
〉

1

口
賢
集
九
日
。
奮
安
住
十
日
。
龍
宗
子
十
一

「
一
一
」

2

口
家
小
娘
子
羊
一
百
八
十
四
日
。
吉
昌
群
一
百

(
子
}

3

口
悉
鶏
羊
三
百
四
十
三
口
。
又
子
悉
鶏
鶏
羊
二
百
九
日
。

「
一
」

4

何
羅
拙
羊
両
口
。
斯
忠
一
口
。
陳
家
小
娘
子
二
百

「
捉
羊
三
日
」

5

十
七
口
。
唐
遊
突
入
十
三
口
。
康
慶
信
十
日
。
子
悉
鶏

6

官
羊
口
四
百
。
董
胡
八
四
十
口
。

裏

(
2
)

1

丁
未
年
十
一
月
廿
五
日
常
楽
闘
園
田
国
原
手
上
、
領
得
新

2

税
羊
時
時
拾
捧
口
。
恐
後
口
加
用
為
後
記
。
「
略
花
押
」

7 

後半

口慶児 1 1 窪善員 l 1 

張玉三 1 1 陳南山 1 1 2 

表員信 2 2 陰南山 1 1 

回副使 1 1 2 吉員通 1 1 

氾賢信 1 1 2 本土神慶 1 1 

周清奴 2 2 王保達 1 l 

翠善徳 1 1 安掲撞 1 1 

張員満 1 1 2 36 人 33 頭 45 頭 78 頭

李福逮 1 1 --ι_..::..;:-王保住 1 I 1 L三こ二 l.,_---
一一一一

(5)のリスト表 4-2



8 

S

八
四
四
八
A

1

辛
亥
年
正
月
廿
七
日
、
紫
亭
羊
数
名
目
。

2

何
掲
羅
両
日
。
子
羅
悉
鶏
一
口
。
景
都
街
六
口
。

「
又
一
口
」

3

李
竹
子
両
日
。
泊
麺
園
両
日
。
慕
容
萄
婦
両
日
。

4

李
一
副
使
四
日
。
楊
乞
悉
路
一
口
。
楊
郎
一
口
。
景
速

5

多
五
日
。
景
都
知
両
口
。
楊
山
鶏
一
口
。
孟
押
街
六

「
皐
」

1
l
i
l
t

「
又
一
口
」

6

口
。
王
毒
口
両
日
。
董
胡
八
両
日
。
唐
万
宣
一
口
。

7

宋
般
前
一
口
。
王
鎮
使
羊
八
日
。
草
津
使
両
日
。

8

王
遊
楽
六
三
日
。
朱
乞
勿
略
一
口
。
王
銭
子
両
日
。

「
一
」

9

楊
家
依
婆
両
日
。
泊
都
知
一
口
。
孟
宣
徳
両
日
。

1
1
1
1
t
i
t
i
l
-
-
l
l
l
h
P
I
l
l
i
-
-
E
E
'
B
E
F
E
l
t
-
/

、
〆
、

叩
朱
判
官
一
口
。
楊
平
水
伍
口
。
陰
都
知
伍
口
。

「X
一
口
」

日
曹
三
両
日
。
曹
郎
栄
一
口
。
酒
司
両
口
。
菜
掲

ロ
子
一
口
。
何
婆
奴
一
口
。
何
万
達
一
口
。
何
知
客
一
日
。

日
朱
阿
柔
一
口
。
何
悉
鶏
一
口
。
普
通
羊
一
口
。

H
馬
竹
納
伍
口
、
又
一
口
。
監
使
四
日
。
唐
万
住
伍

(
口
)
(
朱
)

日
口
。
口
幸
千
六
日
、
又
一
口
。

日
再
田
成
与
羊
司
一
口
。
子
悉
鶏
一
口
。

〈
後
依
〉

( )内は「残j の頭数

~ 頭数 王読丹 47 

初満 16 帳設 7 

馬竹前 160(8) 楊乞悉暗 27 

朱幸千 166(9) 何掲羅 50 

唐万住 130(5) 楊郎 22 

監使 123(9) 11 人 912(45)頭

孟押街 164(14) --------

※ (6 )のリスト表 5



S

八
四
四
八
B〈

前
快
〉

「
残
十
日
」
「
残
伍
口
」

1

景
都
街
羊
一
百
六
十
日
。
子
羅
悉
鶏
三
十
日
。

敦燈税羊文書考

「
残
九
日
」
「
残
七
口
」

2

景
速
多
一
百
三
十
四
日
。
景
大
女
都
知
伍
十
八
日
。

3

楊
山
鶏
二
十
伍
口
。
李
竹
子
二
百
口
伍
拾
口
。
泊
麺
国

「
残
六
日
」

4
十
六
日
。
泊
婆
羅
十
一
日
。
李
襲
羅
十
日
。
李
屈

「
残
九
日
」
「
残
十
四
日
」

5

迎
、
李
副
使
一
百
四
日
。
慕
容
萄
婦
六
十
四
口
。

「
こ
「
四
十
一
口
残
七
日
十
一
日
」

6

索
般
論
二
十
日
。
唐
万
宣
三
十
六
日
。
朱
春
芥

7

両
日
。
何
倉
曹
一
日
。
木
羅
単
両
日
。
龍
平
水
一
口
。

8

王
鎮
使
二
百
九
十
日
。
王
虞
候
伍
口
。
草
津
使

「
残
二
口
」

9

四
十
日
。
王
遊
楽
七
十
伍
口
。
朱
乞
勿
略
三
十
日
。
羅

「
欠
羊
二
口
」

m
王
鏡
子
四
十
伍
口
。
楊
家
依
婆
口
三
十
九
日
。

「
残
五
口
」

日
泊
都
知
二
十
四
日
。
口
孟
宣
徳
伍
十
伍
口
。
楊

「
残
四
日
」

ロ
平
水
一
百
二
十
五
日
。
陰
都
知
一
百
二
十
九
日
。
曹
三

9 

「
残
五
口
」

日
五
十
五
口
。
酒
司
六
十
二
日
。
陶
岡
隆
二
十
五
日
。
陸
随

M

子
二
十
五
日
。
何
知
客
羊
二
十
五
日
。
何
裟
奴
二
十
五
日
。

裏( 1 )のリスト

ミ云ー 頭数 備考 f可羅拙 1 

ロ賢集 9 斯忠 l 

霊安住 10 陳家小娘子 217 捉羊3

蕗宗子 11 唐遊爽 83 

口家小娘子 180 康慶信 10 

吉島 100 子悉鶏 400 官羊

子悉鶏 343 董胡八 40 

子悉鶏 209 淘羊 12 人 1614(捉 3)頭

表 6
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〈
後
蝕
〉

S 
八
，四

四
八

'" B 
前裏
鉄
、〆

B

裏

(
1
)

「
七
」

1

氾
九
子
阿
郎
伍
口
。
朱
阿
乃
木
九
日
。
童
阿
柔
九
日
。
呉

「
鉢
」
「
四
」1
1
1
1
h

2

問
愉
口
。
一
同
隠
鴎
両
日
。
阿
暗
暗
両
日
。

3

何
倉
曹
六
口
。
善
通
伍
十
三
日
。
米
命
略
三
口
。

4

阿
婆
四
日
。
何
悉
鶏
六
日
。
張
愁
通
三
口
。

5

元
寧
六
十
二
日
。

B

裏

(
2
)
「
十
」
「
九
」

6

翠
孔
目
羊
三
五
口
。
陰
定
子
一
百
伍
口
、
捉
三
口
。

7

張
清
児
一
百
口
、
捉
羊
両
日
。
官
牧
羊
人
曹
再

8

展
群
母
羊
三
百
三
十
七
口
、
潟
羊
一
百
三
十
三
日
。

「
九
」
「
一
こ

9

官
牧
羊
人
元
寧
三
百
八
十
六
日
。
普
通
三
百

叩
四
十
二
日
七
十
五
日
。
氾
宅
官
十
五
日
。
元
寧
群
口

〈
後
紋
〉

Aのリスト

何tl羅 2 孟押街 6 孟宣徳 1 何悉鶏 1 

子羅}J!;鶏 1 王毒単 2 朱判官 1 普通 1 

景都街 6 董胡八 2 楊平水 5 馬竹訣 5+1 

李竹子 2 唐万宣 1+1 陰都知 5 監使 4 

泊麺園 2 宋般執 1 曹三 2 唐万住 5 

慕容萄婦 2+1 王鎮使 8 曹郎栄 1 朱幸千 6+1 

李副使 4 草津使 2 酒司 2+1 再最 1 

揚乞策略 1 王遊爽 3 菜掲子 1 子愁鶏 1 

楊郎 l 朱乞勿略 1 何裟奴 1 44 人 111 頭

景速多 5 王鍍子 2 何万達 1 / 
景都知 2 楊家依婆 2 何知客 1 

/ 
レ/

揚山鶏 1 泊都知 l 朱阿染 1 / 

表 7



2 

形
態
か
ら
み
た
文
書
の
原
形

三
件
の
文
書
の
う
ち

S

八
四
四
八
A

B

は
そ
れ
ぞ
れ
一
紙
片

か
ら
な
る
単
体
の
文
書
で
あ
る
。
一
方
、S
八
四
四
六
十
八
四
六
八
+

八
四
四
五
は

全
部
で
六
つ
の
紙
片
イ
1

へ
か
ら
な
っ
て
い
る

-
参
照
]
。
こ
れ
ら
の
紙
片
は
そ
れ
ぞ
れ
紙
色
、
紙
質
が
異
な
り
、
紙

片
へ
に
の
み
約
三

m
幅
の
折
り
目
が
垂
直
方
向
に
あ
る
。

敦燈税羊文書考

な
お
、
こ
の
文
書
は
威
通
五
年
(
八
六
回
)
作
成
の
「
四
観
音
文
殊

普
賢
図
」
(
縦
一
四0
・
七
×
横
九
七
・
o
m
)
の
裏
貼
り
か
ら
復
元

(5) 

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
文
書
は
中
程
で
水
平
方
向
に
切
断
さ

れ
て
い
る
の
で
、
も
と
は
縦
二
二
O
×
横
一
五
回
ほ
ど
の
二
つ
の
細

長
い
補
強
用
の
紙
片
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
こ
の
仏
画
の
裏
側
に
縦
方

向
に
貼
附
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
文
書
の
裏
面
を
観
察

す
る
と
、
糊
跡
と
思
わ
れ
る
変
色
が
一
面
に
広
が
っ
て
お
り
、
絹
布

の
断
片
や
顔
料
の
染
み
が
点
在
し
て
い
る
。

さ
て
、
紙
質
・
筆
跡
・
墨
色
な
ど
の
観
察
か
ら
は
S

八
四
四
六
+

11 

八
四
六
八
十
八
四
四
五
が
も
と
も
と
五
つ
の
独
立
し
た
文
書
を
貼
り 図

( )内は「残J の頭数

¥ 頭数 李喜主羅 10 王鎮使 290 楊平水 125 

景都街 160(10) 
李屈迎

100(9) 王虞候 5 陰都知 129(4) 
李副使

子羅悉鶏 30(5) 慕容萄婦 64(14) 草津使 40 曹三 55(5) 

景速多 134(9) 索般討 21 王遊楽 75 酒可 62 

景大女
58(7) 唐万宣 41(11) 朱乞勿略 30 何万逮 25 

都知

楊山鶏 25 朱春努 2 玉銀子 45 程掲子 25 

李竹子 50 何倉曹 1 楊家依婆 39(欠2) イ可知客 25 

泊麺国 16(6) 木羅単 2 泊都知 24 何裟奴 25 

泊喜主羅 11 龍平水 1 孟宣徳 55(5) 36 人 1800(87)頭

※ B のリスト表 8
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連
ね
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
ぜ
な
ら
、
文
書
を
構
成
す
る
六
つ
の
紙
片
は

紙
質
な
ど
が
い
ず
れ
も
異
な
っ
て
お
り
、
筆
跡
や
墨
色
に
関
し
て
も
紙
片
イ
と
紙
片
ロ

と
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、
同
じ
も
の
は
一
つ
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
紙
片
イ
と
紙
片
ロ
と
が
一
つ
の
文
書
を
構
成
し
、
他
の
四
つ
の
紙
片
は
そ
れ

ぞ
れ
別
の
手
で
書
か
れ
た
独
立
し
た
文
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
全

て
の
紙
片
は
中
央
の
切
断
面
で
段
差
無
く
切
断
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
文
書
を
仏
画
の
裏

貼
り
と
し
て
再
利
用
す
る
た
め
に
切
断
し
た
と
き
に
は
、
こ
れ
ら
の
紙
片
が
す
で
に
連

接
さ
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

S

八
四
四
六
十
八
四
六
八
十
八
四
四
五
は
現
存
す
る
も
の
よ
り
さ
ら
に
長

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
紙
片
イ
の
右
端
に
は
微
か
で
は
あ
る
が
紙
縫
の
痕
跡
が

あ
り
、
前
に
接
合
さ
れ
て
い
た
文
書
の
残
画
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
文
書
の
紙

片
へ
と
S

八
四
四
八
B

と
は
、
紙
色
・
紙
質
・
折
り
目
の
幅
・
文
書
の
上
端
か
ら
の
余

白
の
幅
が
共
通
し
て
お
り
、
筆
跡
や
墨
色
も
酷
似
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
み
て

紙
片
へ
と
S

八
四
四
八
B

と
は
同
じ
文
書
の
離
れ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
こ

の
接
合
に
関
し
て
は
本
稿
の
第
四
章
で
再
度
検
討
す
る
。

B裏 (1)のリスト

氾九子阿郎 5 善通 50 

朱阿染 7 米命略 3 

輩阿染 9 阿婆 4 

呉仰鉢満 4 張怒通 3 

何悉鶏 2+6 元寧 62 

f可悉蛍 2 12 入 163 頭

何倉曹 6 ----戸戸

表 9B裏 (2)のリスト

翠孔日 35 

陰定子 109(捉3)

張消児 100(捉2)

官牧羊人曹再最
母羊 337

渇羊 133

官牧羊人元寧 396 十?

善通 275 

氾宅官 15 

7 人 1400(捉5)頭

表10



3 

書
式
と
文
書
処
理

税
羊
文
書
に
は
一
O
の
リ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ト
の
冒
頭
部
分
を
引
用
し
、
こ
の
部
分
に
書
か
れ
る
①

日
付
・
②
徴
収
者
?
③
徴
収
地
・
④
事
書
き
に
つ
い
て
そ
の
特
徴
を
比
較
す
る
。
た
だ
し
、
欠
落
の
あ
る
裏(
1
)・
B

・
B

裏

(
1
)、

①
日
付

冒
頭
部
分
の
な
い
B

裏
(
2
)の
四
つ
は
除
く
。
な
お
、
引
用
文
は
要
素
ご
と
に
空
白
で
区
切
る
。

③
徴
収
地

(
1
)丙
午
年
六
月
廿
七
日

敦燥税羊文書考

(
2
)丙
午
年
三
月
九
日

(
3
)丙
午
年
二
月
十
九
日

(
5
)丁
未
年
四
月
十
二
日

(
6
)辛
亥
年
正
月
廿
七
日

A 

辛
亥
年
正
月
サ
七
日

①
日
付
は
す
べ
て
干
支
と
月
日
と
か
ら
な
っ
て
お
り
共
通
し
て
い
る
。
②
徴
収
者
は
(
3
)

、

(
6
)
、

A

で
は
欠
け
て
い
る
。
③
徴
収

②
徴
収
者

④
事
書
き

羊
司

税
羊
納
羊
人
名
目
。

於
常
楽

羊
司

(
紫
亭
)

諸
見
得
名
目
。

税
巳
年
出
羊
人
名
目
。

米
羊
司

官
税
製
家
羊
数
。
謹
具
名
目
。

就
於
常
楽

紫
亭

羊
数
名
目
。

紫
亭

羊
数
名
目
。

地
は
(
2
)
、

(
3
)に
は
書
か
れ
い
て
い
な
い
。
た
だ
‘
紙
片
ロ
と
紙
片
ハ
と
の
間
の
紙
縫
に
は
「
紫
亭
」
と
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
(
2
)の
徴
収
地
を
後
で
書
き
足
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
④
事
書
き
の
部
分
は
、
「
名
目
(
リ
ス
ト
こ
と
い
う
表
現
が
共
通
す
る
以

13 

外
は
表
現
が
一
定
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
多
く
が
徴
収
に
関
す
る
表
現
を
持
っ
て
お
り
、(
1
)「
税
羊
」
、(
2
)「
見
得
」
、(
3
)

「
税
巴
年
出
羊
人
」(
5
)「
官
税
製
家
」
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
こ
の
よ
う
に
、
冒
頭
の
書
式
は
①
日
付
や
③
徴
収
地
の
部
分
で
は
共
通
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表
面

S.8446+8468+8445 の形態

( ( < ( ( ( 

6 5 4 3 2 1 
) ) ) ) ) ) 

，、 ホ ー /、、 ロ イ
一

裏
面裏 裏

< ( 

2 1 
) ) 

イ ロ 1¥ ー ホ '" 一

性
が
見
ら
れ
る
が
、
④
事
書
き
の
部
分
で
は
差
異
が
大
き
く

②
徴
収
者
の
部
分
に
は
欠
落
が
目
立
つ
。

リ
ス
ト
部
分
つ
い
て
は
、
一
す
べ
て
の
テ
キ
ス
ト
が

人
名
と
羊
の
頭
数
と
の
組
み
合
わ
せ
を
持
っ
て
お
り
、
ほ
ぽ

次
に
、

共
通
し
た
書
式
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、

(
5
)
 

で
は
ヒ
ツ
ジ
(
白
羊
)
と
ヤ
ギ
(
殺/
λ姑
羊
)
と
が
区
別
さ
れ
て

お
り
、
他
と
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
頭
数
の
脇
に

は
、
し
ば
し
ば
「
又
×
×
口
」
や
「
残
×
×
口
」
な
ど
の
書

(
6
)
 

き
足
し
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
羊
の
頭
数
は(
2
)

、

(
3
)
、

(
5
)

で
は
ほ
と
ん
ど
全
て
が
大
字
の
漢
数
字
で
書
か
れ
て
い
る
が

他
で
は
ほ
と
ん
ど
が
小
字
で
あ
る
。
な
お

(I) 
(
2
)、

図 l
<O

M世
O
O
 

Q
u
r
i
l
l
-
-
I
l
l
 

a

平
I
l
l
i
-
-

(
3
)に
は
リ
ス
ト
の
最
後
に
合
計
の
表
示
が
あ
る
。
た
だ
し
、

一
方

(
5
)・
裏
(
1
)・
B

裏
(
1
)に
は
合
計
が
な
く
、
そ
の
他
は
末
尾
の
欠
落
の
た
め
合
計
の
有

(
1
)の
合
計
は
紙
片
ロ
と
ハ
と
の
聞
の
紙
縫
に
「
計
羊
八
十

無
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
リ
ス
ト
部
分
に
お
い
て
も
全
体
的
に
は
書
式
上
の
ば
ら
つ
き
が
目
立
っ
て
い
る
。

H
H
H
H
V
s
 

(7) 

九
日
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に

〈3
)
の
余
白
に
は
(
4
)が
書
き
込
ま
れ
、
(
5
)の
末
尾
に
は
別
筆
の
追
記
が
あ
り
、
(
5
)の
裏
面
に
は
裏

(
2
)が
加
え
ら

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
記
入
は
い
ず
れ
も
リ
ス
ト
作
成
後
に
必
要
に
応
じ
て
書
き
足
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
通
常
の
書
式
の



要
素
に
は
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(
4
)は
徴
収
作
業
の
際
に
誤
っ
て
羊
を
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
紫
亭
鎮
の
副
使
と
監
使
と
に
対
す

る
事
後
処
理
の
記
録
で
あ
り
、
裏(
2
)は
常
楽
鎮
の
副
使
田
員
宗
が
新
た
に
税
羊
を
納
め
た
際
の
証
拠
と
し
て
書
き
込
ま
れ
て
い
る
[
坂

尻
二
O
O

二

七
六
l

七
七
頁
]
。
ま
た
(
5
)末
尾
の
追
記
に
は
、
ま
ず
丁
未
年
(
九
四
七
)
四
月
一
一
一
日
に
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
た
あ

と
、
八
月
二
O
日
に
左
態
子
か
ら
五
二
頭
、
十
一
月
一
九
日
に
氾
平
水
か
ら
二
六
頭
を
受
領
し
た
こ
と
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
全
部

で
七
八
頭
に
な
る
。
前
述
の
よ
う
に
(
5
)に
は
合
計
の
項
目
が
無
い
が
、
リ
ス
ト
の
す
べ
て
の
羊
数
を
足
す
と
ち
ょ
う
ど
七
八
頭
に
な

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
合
は
四
月
の
リ
ス
ト
作
成
以
後
に
、
実
際
に
は
二
回
に
分
け
て
羊
が
納
入
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ぎ
に

杜
伍
子
の
納
め
た
羊
が
こ
れ
ま
で
の
記
録
に
残
つ
て
な
い
こ
と
か
ら
受
領
し
な
か
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

敦燈税羊文書考

以
上
の
よ
う
に
書
式
上
の
特
徴
か
ら
見
る
限
り
こ
れ
ら
の
リ
ス
ト
が
、
同
一
の
個
人
な
い
し
機
関
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
は
、

リ
ス
ト
の
本
体
部
分
に
ほ
ぽ
共
通
性
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
冒
頭
部
の
相
違
が

非
常
に
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

リ
ス
ト
部
分
で
も
大
字
・
小
字
の
使
い
分
け
に
は
相
違
が
あ
り
、(5
)の
ヒ
ツ
ジ
と
ヤ
ギ
と
を

区
別
す
る
表
現
は
他
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
が
別
々
に
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
紙
色
・
紙

質
・
筆
跡
・
墨
色
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
で
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
傍
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
別
々
に
作
成
さ
れ
た
リ
ス
ト
は
、
作
成
者
か
ら
接
合
を
行
っ
た
上
位
者
へ
と
送
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
(
5
)の
冒
頭
の
事
書
き
の
部
分
を
み
る
と
「
謹
具
名
目
」
と
あ
り
、
こ
の
リ
ス
ト
が
接
合
さ
れ
る
以
前
は
上
申
文
書
と
し
て

機
能
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
ほ
か
の
リ
ス
ト
に
関
し
て
も
、
(
5
)と
一
緒
に
連
接
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
τ

、

そ
れ
ぞ
れ
同
じ
と
こ
ろ
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

15 

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
上
位
者
は
羊
司
で
あ
り
、

リ
ス
ト
の
作
成
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
鎮
の
駐
在
官
で
あ
る
副
使
や
監
使
た
ち
で
あ
る
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と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
羊
司
は

は
疑
い
無
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
鎮
の
副
使
や
監
使
た
ち
が
鎮
側
の
責
任
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

(
2
)
 
(
5
)に
徴
収
者
と
し
て
明
記
さ
れ
て
お
り
羊
司
が
徴
収
の
主
体
で
あ
っ
た
こ
と

(
1
)
 

(
4
)に
お
い
て
税
羊
の
損
害
を
賠

七
六
頁
]
、
徴
収
の
際
に
作
成
さ
れ
た
リ
ス
ト
も
彼
ら
の
責
任
で

償
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
[
坂
尻
二

0
0

ま
と
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り

一
つ
に
接
合
さ
れ
た
S

八
四
四
六
+
八
四
六
八
十
八
四
四
五
に
関
し
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
リ
ス
ト
は
常
楽
鎮
や
紫
亭
鎮
の
駐
在
官
た
ち
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
そ
の
の
ち
羊
司
に
提
出
さ
れ
て
接
合
さ
れ
、
最
終
的
に

は
接
合
さ
れ
た
状
態
で
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

4 

リ
ス
ト
の
種
類
と
税
羊
徴
収
過
程

鎮
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
一
O

の
リ
ス
ト
に
は
内
容
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
文
書
の
機
能
も
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
羊
の
頭
数
を
見

(
8
)
 

る
と
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ト
は
羊
の
頭
数
の
少
な
い
リ
ス
ト
と
非
常
に
多
い
リ
ス
ト
と
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

-
頭
数
の
少
な
い
リ
ス
ト

①
徴
収
地
②
人
数

(
1
)
 
常
楽

四
六
人

(
2
)
 
紫
亭

0 
人

(
3
)
 
紫
亭

人

(
5
)
 
常
楽

三
六
人

A 

紫
亭

四
四
人

③
平
均
頭
数

一
・
九
頭頭頭

一
了
一
頭

一
了
五
頭

-
頭
数
の
多
い
リ
ス
ト

④
合
計

①
徴
収
地
②
人
数

九
O
頭

(
6
)
 
紫
亭

人

一
O

一
頭

紫
亭

人

裏
(
1
)

一
O
六
頭

紫
亭

三
六
人

B 

七
八
頭

B

裏
(
1
)
紫
亭

二
一
人

一
一
一
頭

紫
亭

七
人

B

裏
(
2
)

③
平
均
頭
数

八
二
・
九
頭

一
三
四
・
五
頭

五
0
・

0
頭

一
三
・
五
頭

二
0
0
・

0
頭

④
合
計

九
一
二
頭

二
三
四
頭

一
八
O
O
頭

一
六
三
頭

一
四
O
O

頭



頭
数
の
少
な
い
リ
ス
ト
の
う
ちA
以
外
は
、
前
述
の
よ
う
に
書
式
の
う
え
で
冒
頭
部
に
徴
収
を
意
味
す
る
表
現
を
持
っ
て
お
り
、
徴

集
を
受
け
て
納
入
さ
れ
た
ヒ
ツ
ジ
・
ヤ
ギ
の
頭
数
を
示
し
て
い
る
納
入
頭
数
リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
頭
数
の
多
い
リ
ス
ト
は
納
入
者
が
徴
収
の
時
点
で
所
有
し
て
い
た
ヒ
ツ
ジ
・
ヤ
ギ
の
所
有
頭
数
リ
ス
ト
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
頭
数
の
多
い
リ
ス
ト
で
は
合
計
頭
数
の
多
く
が
一
0
0
0

頭
を
越
え
て
お
り
、

一
人
あ
た
り
の
頭
数
も
一
0
0

頭
以
上
の
も
の
が
少
な
く
な
い
。

一
方
、
納
入
頭
数
リ
ス
ト
の
合
計
頭
数
は
み
な
一O
O
頭
前
後
で
あ
る
。
ま
た
、

一
人
あ
た
り
の
頭

数
も
一
i

一
O
頭
前
後
で
あ
り
、
平
均
で
も
二
i

三
顕
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
頭
数
を
比
較
す
る
限
り
、
両
者
が
同
じ
納
入
頭
数
リ
ス

敦燈税羊文書考

ト
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
例
え
ば
、
(
2
)丙
午
年
(
九
四
六
)
三
月
九
日
の
紫
亭
鎮
の
リ
ス
ト
に
現
れ
る
馬
竹
前
の
羊
数
は
二
頭
に

(9) 

過
ぎ
な
い
が
、
五
年
後
の
(
6
)辛
亥
年
(
九
五
二
正
月
二
七
日
の
紫
亭
羊
数
名
目
で
ほ
一
六
八
顕
で
あ
る
。
仮
に
(
2
)と

(
6
)と
が
同

じ
納
入
頭
数
リ
ス
ト
だ
と
す
れ
ば
、
馬
竹
前
の
納
入
頭
数
は
わ
ず
か
五
年
間
で
八O
倍
以
上
に
増
加
し
た
こ
と
に
な
り
、
常
識
的
に
は

あ
り
え
な
い
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
、
頭
数
の
少
な
い
リ
ス
十
が
納
入
頭
数
リ
ス
ト
、
多
い
リ
ス
ト
が
所
有
頭
数
リ
ス
ト
で
あ
る
と
す

ヲ
h
v〉
』
、
A
の
リ
ス
ト
は
そ
の
頭
数
が
(
2
)
、

(
3
)と
似
通
っ
て
お
り
、
や
は
り
紫
亭
鎮
の
納
入
頭
数
リ
ス
ト
で
あ
る
と
い
え
る
。

リ
ス
ト
を
五
つ
の
納
入
頭
数
リ
ス
ト
と
五
つ
の
所
有
頭
数
リ
ス
ト
と
に
分
け
て
比
較
す
る
と
、
二
種
類
の
リ
ス
ト
が
互
い

に
連
関
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
常
楽
鎮
の
場
合
は
所
有
頭
数
リ
ス
ト
が
残
っ
て
お
ら
ず
比
較
で
き
な
い
が
、
、
紫
亭
鎮
の
リ
ス
ト
を

さ
ら
に
、

比
較
す
る
と
、
A
の
納
入
頭
数
リ
ス
ト
に
(
6
)と
B

と
の
所
有
頭
数
リ
ス
ト
が
対
応
す
る
こ
と
に
気
づ
く
。
A
に
対
応
す
る
人
名
を

(
6
)・B
か
ら
抜
き
出
す
と
、
(
6
)の
所
有
者
と
B

の
所
有
者
と
は
一
人
と
し
て
重
複
せ
ず
に
A
の
納
入
者
に
対
応
し
て
い
る
[
表
日
]
。

し
か
も
、
(
6
)・
B

の
所
有
頭
数
と
A

の
納
入
頭
数
と
の
比
率
は
、
全
て
の
項
目
に
お
い
て
お
よ
そ
所
有
頭
数
二
0
1
三
O
頭
に
つ
き

17 

納
入
頭
数
一
頭
の
割
合
に
な
っ
て
お
り
、

リ
ス
ト
の
所
有
頭
数
に
基
づ
い
て
一
定
の
割
合
で
納
入
頭
数
が
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
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(
M
M
)
 

ら
か
で
あ
る
。
な
お
、

(
6
)・
B

に
記
録
さ
れ
て
い
な
が
ら
A

に
現
れ
な
い
人
名
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
の
所
有
頭
数
は
い
ず

れ
も
二
O
頭
以
下
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
数
頭
し
か
所
有
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
人
物
は
所
有
頭
数
が
規
定
に
達
し
な
か
っ
た
た
め
、

徴
収
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、

A
と

(
6
)と
に
は
共
に
冒
頭
部
分
に
「
辛
亥
年
(
九
五
一
)
正
月
廿
七
日
紫
亭
羊
数
名
目
」
と
い
う
全
く
同
じ
記
載
を
有
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
辛
亥
年
(
九
五
一
)
正
月
二
七
日
の
紫
亭
鎮
に
お
け
る
税
羊
の
徴
収
の
際
に
、
納
入
頭
数
リ
ス
ト
と
所
有
頭
数
リ

ス
ト
と
が
同
時
に
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に

(
6
)と
B

と
の
内
容
が
互
い
に
重
な
る
こ
と
な
く
A

の
リ
ス
ト
に
対
応
す
る
こ
と
は
、
(
6
)と
B

と
が
も
と
も
と
は
一
つ
の
所
有
頭
数
リ
ス
ト
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

(
日
)

(
6
)と
B

と
が
同
一
文
書
の
離
れ
で
あ
る
こ
と
は
も
は
や
疑
い
な
い
。

前
述
の
形
態
的
特
徴
の
類
似
を
も
考
え
に
入
れ
れ
ば
、

さ
て
、
上
記
の
よ
う
に
税
羊
徴
収
の
際
に
は
、
所
有
頭
数
に
応
じ
て
納
入
頭
数
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
作
業

を
行
う
た
め
に
、
鎮
管
轄
下
の
羊
所
有
者
の
所
有
頭
数
を
点
検
・
確
認
す
る
機
能
を
も
っ
た
所
有
頭
数
リ
ス
ト
と
徴
収
結
果
を
記
録
し

た
納
入
頭
数
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
形
態
や
書
式
の
分
析
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
の
鎮

駐
在
官
た
ち
に
よ
っ
て
別
々
に
作
成
さ
れ
羊
可
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
リ
ス
ト
は
最
終
的
に
は
徴
収
さ
れ
た
羊
の
目
録
の
役

割
を
果
た
す
は
ず
で
あ
り
、
羊
の
引
き
渡
し
の
際
に
羊
と
と
も
に
羊
司
に
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
点
を
ま
と
め
れ
ば
、
税
羊
の
徴
収
過
程
を
次
の
よ
う
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
点
検

鎮
の
副
使
・
監
使
等
が
管
轄
下
の
羊
所
有
者
の
所
有
頭
数
を
点
検
し
所
有
頭
数
リ
ス
ト
を
作
成
。

②
徴
収

こ
の
リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
副
使
・
監
使
等
が
羊
の
徴
収
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
納
入
頭
数
リ
ス
ト
と
し
て
作
成
。

③
提
出

徴
収
し
た
税
羊
を
所
有
・
納
入
頭
数
リ
ス
ト
と
共
に
羊
司
に
提
出
。
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表11 納入頭数と所有頭数との対応

¥ 納入A 所有(6) 所有B 泊都知 l 24 

何J葛羅 2 50 孟宣徳 l 55 (5) 

子羅悉鶏 1 30 (5) 朱判官 1 一一一一一一

景都街 6 160 (10) 楊平水 5 125 

李竹子 2 50 陰都知 5 129 (4) 

泊麺園 2 16 (6) 曹三 2 55 (5) 

慕容萄婦 2+1 64 (14) 曹郎栄 1 一一一一一一

李副使 4 100 (9) 酒司 2+1 62 

楊乞気時 1 27 菜掲子 1 」ーーーー}吟 一一一一ーー

穆郎 1 22 何裟奴 1 25 

景速多 5 134 (9) 何万達 1 25 

景都知 2 58 (7) f可知客 1 25 

楊山鶏 1 25 朱阿呆 l ーーーーー-

孟押街 6 164(14) 何悉鶏 1 一ー一一-- ーーー一一ー

王毒単
2 47 善通 l 

(読丹)

董胡八 2 一ーーー一一 一一一一ーー 馬竹言内 5+1 160 (8� 

唐万宣 1+1 41 (11) 喜左使 4 123 (9) 

宋般言内 l 21 唐万住 5 130 (5) 

王鎮使 8 290 朱幸千 6+1 166 (9) 

草津使 2 40 再歳 1 ー一一一一一 一一一一一一

玉遊楽 3 75 子悉鶏 1 ー一一一ーー 一一一ー-ー

朱乞勿略 1 30 44 人 111 頭
889 1743 

(45)頭 (87)頭

王鍛子 2 45 / 合計 2632 (132)頭

楊家依婆 2 39 (欠2) / 総数 2764頭

※ ( )内は「残J の頭数、 は (6) や B に現れないことを示す
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④
事
後
処
理

徴
収
時
の
過
失
に
対
す
る
処
分
、
追
加
徴
収
な
ど
。

お
わ
り
に

以
上
、
形
態
や
書
式
の
分
析
か
ら
税
羊
文
書
は
常
楽
鎮
や
紫
亭
鎮
の
駐
在
官
た
ち
か
ら
、
税
羊
徴
収
作
業
の
際
に
羊
司
に
提
出
さ
れ

た
リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ト
は
そ
の
内
容
か
ら
所
有
頭
数
リ
ス
ト
と
納
入
頭
数
リ
ス
ト
と

の
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
徴
収
対
象
と
な
る
人
物
の
所
有
頭
数
に
応
じ
て
一
定
の
税
率
で
羊
の
徴
収
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

も
判
明
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
文
書
の
処
理
過
程
と
機
能
と
の
分
析
を
基
に
税
羊
徴
収
の
過
程
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ら
の
税
羊
文
書
は
、
帰
義
軍
時
代
の
敦
憧
オ
ア
シ
ス
周
辺
の
牧
畜
経
営
の
規
模
や
方
法
、
帰
義
軍
政
権
の
牧
畜
に
対
す
る
関
与

の
あ
り
か
た
を
知
る
う
え
で
ま
た
と
な
い
史
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
文
書
か
ら
一
得
ら
れ
る
情
報
を
活
用
し
、
敦
燈
オ
ア
シ
ス
地
域
に

お
け
る
牧
畜
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

文
献
目
録

池
田
温
一
九
七
五
「
沙
州
国
経
略
考
」
『
榎
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
榎
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
編
纂
委
員
会
(
編
)
、
東
京
、

山
川
出
版
社
、
コ
二
l

一
O

一
一
良
。

栄
新
江
一
九
九
四
「
英
国
図
書
館
蔵
敦
煤
漢
文
非
偽
教
文
献
残
巻
目
録

(
ω・2
∞
H
E
S
S
』
台
北
、
新
文
豊
出
版
公
司
。

謝
成
侠
(
編
著
)
一
九
八
五
『
中
国
養
牛
羊
史
(
附
養
鹿
筒
史
)
』
(
中
国
農
史
研
究
叢
書
)
北
京
、
農
業
出
版
社
。

坂
尻
彰
宏
一
九
九
九
「
沙
州
帰
義
軍
政
権
と
牧
畜

l

家
畜
徴
収
文
書
の
検
討
|
」
「
内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究
』
一
四
、
一
三
六
頁
(
一
九
九
八

年
十
一
月
二
日
、
於
甲
南
大
学
、
内
陸
ア
ジ
ア
史
学
会
大
会
発
表
要
旨
)
。

二
O
O

二
「
帰
義
軍
時
代
の
チ
ベ
ッ
ト
文
牧
畜
関
係
文
書
」
『
史
学
雑
誌
」
一
一
一
ー
一
て
五
七
八
四
頁
。
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向
達
一
九
五
七
「
記
敦
燈
石
室
出
晋
天
福
十
年
写
本
寿
昌
県
地
境
」
『
唐
代
長
安
与
西
域
文
明
』
同
著
、
北
京
、
三
聯
書
店
、
四
二
九l

四
四
二
頁
(
原
載
「
北
平
図
書
館
図
書
季
刊
」
新
五l四
、
一
九
四
四
、
一
ー
一
一
頁
)
。

張
亜
洋
一
九
九
七
「
晩
唐
五
代
帰
義
軍
牧
羊
業
管
理
機
構
|
羊
司
」
『
敦
燈
学
輯
刊
』
一
九
九
七
ム
一
、
一
二
八l
一
三
一
頁
。

鄭
煩
林
一
九
九
六
「
唐
五
代
敦
健
畜
牧
区
研
究
」
『
敦
燈
学
輯
刊
』
一
九
九
六

l

二
、
九
l

二
五
頁
。
(
再
録
、
同
(
主
編
)
『
敦
燈
帰
義
軍

史
専
題
研
究
』
蘭
州
、
蘭
州
大
学
出
版
社
、
一
九
九
七
、
二
O
五
l

二
三
八
頁
)
。

土
肥
義
和
一
・
九
八O

「
帰
義
軍
(
唐
一
後
期
・
五
代
・
宋
初
)
時
代
」
『
講
座
敦
燈

2

敦
燈
の
歴
史
』
榎
一
雄
(
編
)
、
東
京
、
大
東
出
版
社
、

二
一
二
一
千
二
九
六
頁
。

包
小
紅
二

O
O

三
『
唐
五
代
宋
初
敦
燈
畜
牧
業
研
究
』
台
北
、
新
文
豊
出
版
公
司
。

李
井
成
一
九
九

O

「
唐
代
瓜
州
(
晋
昌
郡
)
治
所
及
其
有
関
城
祉
的
調
査
与
考
証
l

与
孫
修
身
先
生
商
権
」
「
敦
煤
研
究
』

三
、
二
四
l

一
一
二
頁
。

一
九
九
O
l
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‘
迂(

1
)
本
文
書
中
の
羊
の
徴
収
に
関
す
る
表
現
に
つ
い
て
は
本
稿
第
三
章
参
照
。
な
お
、
「
税
羊
」
の
「
羊
」
は
い
わ
ゆ
る
ヒ
ツ
ジ
(
白
羊
)

だ
け
で
は
な
く
ヤ
ギ
(
殺
/
鈷
羊
)
[
謝
成
侠
一
九
八
五
一
四
三
l

一
四
四
頁
]
を
も
含
む
概
念
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
後
述
のS
八

四
四
六
+
八
四
六
八
+
八
四
四
五

(
5
)
に
お
い
て
、
「
羊
数
」
の
中
に
白
羊
と
殺
/
鈷
羊
と
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

以
下
、
本
稿
で
は
家
畜
の
種
類
を
呼
ぶ
場
合
に
は
「
ヒ
ツ
ジ
・
ヤ
ギ
」
と
し
、
徴
収
の
対
象
と
し
て
両
方
を
含
め
て
言
う
場
合
に
は
「
羊
」

な
い
し
「
税
羊
」
と
す
る
。

(
2
)
常
楽
は
瓜
州
の
西
一
一
五
里
に
位
置
し
て
お
り
[
土
肥
一
九
八
O

二
四
三
、
二
四
九
l

二
五
O
頁
注
二
]
、
現
在
の
甘
粛
省
安
西
県

三
盆
郷
六
工
近
辺
に
比
定
さ
れ
て
い
る
[
李
井
成
一
九
九O

三
0
1
一
一
二
頁
]
。
ま
た
、
紫
亭
鎮
の
位
置
に
関
し
て
は
、
向
達
氏
に
よ

っ
て
党
河
の
上
流
に
あ
た
る
現
在
の
甘
粛
省
粛
北
蒙
古
族
自
治
県
の
党
城
湾
鎮
に
比
定
さ
れ
て
い
る
[
向
一
九
五
七
四
コ
=
千
四
三
六

頁
]
。
こ
れ
に
対
し
て
、
土
肥
氏
は
紫
亭
鎮
の
所
在
地
を
沙
州
の
西
南
一
二
O
里
に
あ
る
寿
昌
か
ら
さ
ら
に
西
南
一
九
八
里
近
辺
の
位
置

に
比
定
し
て
い
る
[
土
肥
一
九
八
O

二
四
六
、
二
五
O
頁
注
一
O
]。
し
か
し
、
向
達
氏
の
言
う
よ
う
に
『
沙
州
図
経
』
の
甘
泉
水
(
H

、、
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党
河
)
流
域
の
記
事
中
に
は
「
子
亭

(
H紫
亭
)
鎮
」
が
現
れ
て
お
り
[
池
田
一
九
七
五

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
3
)
栄
新
江
氏
の
年
代
比
定
は
、
S

八
四
四
六
十
八
四
六
八
+
八
四
四
五
裏
面
の
裏

(
2
)に
見
え
る
常
楽
一
副
使
団
員
宗
が
作
成
し
た
「
常

楽
町
副
使
田
員
宗
啓
」
(
P二
四
八
二
B

裏
)
が
、
一
O
世
紀
半
ば
ご
ろ
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
主
な
根
拠
と
し
て
い
る
。

(
4
)
写
真
は
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
他
(
編
)
「
英
蔵
敦
煙
文
献
』
(
漢
文
仏
教
以
外
部
分
)
第
一
二
巻
、
成
都
、
四
川
人
民
出
版

社
、
一
九
九
五
、
一
三
四
l

一
三
九
頁
参
照
。
な
お
、
録
文
中
で
は
抹
消
さ
れ
た
文
字
に
は
波
線
を
付
し
、
文
字
の
上
か
ら
別
の
文
字
を

上
書
き
し
て
訂
正
し
て
あ
る
場
合
は
波
線
を
付
し
て
直
後
の
(
)
括
弧
内
に
上
書
き
さ
れ
た
文
字
を
入
れ
た
。
ま
た
、
固
有
名
詞
に
は

傍
線
を
付
し
、
別
筆
の
書
き
込
み
ゃ
略
花
押
は
「
」
括
弧
内
に
入
れ
た
。

(
5
)
裏
面
の
六
個
所
に
〈
司
O
B
σ
R
W
C
同
n
y
-
-
4
・C
C
N
ω・
(
可
)
〉
と
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
絹
本
の
仏
画
「
四
観
音
文
殊
普
賢
図
」
(
ロ
宮
・

ω
H
M
g
w
n
y
-
Z

・C
C
Nど
か
ら
再
現
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
な
お
、
こ
の
仏
画
に
つ
い
て
は
、
ロ
デ
り
ッ
ク
引
ウ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
(
著
)
・

上
野
ア
キ
(
訳
)
『
西
城
美
術
|
大
英
博
物
館
ス
タ
イ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
|
1
敦
燈
絵
画
I

』
東
京
、
講
談
社
、
一
九
八
二
、
三
一

七
頁
、
図
版
二
三
参
照
(
た
だ
し
所
蔵
番
号
を
誤
っ
て
n
F
-
-
4
・C
C
M
ωと
す
る
)
。

(
6
)
こ
れ
ら
の
追
記
に
関
し
て
は
本
稿
注
(
8
)参
照
。

(
7
)
た
だ
し
、
実
際
に
リ
ス
ト
の
頭
数
を
合
計
す
る
と
九

O
頭
に
な
る
。

(
8
)
(
3
)、
裏
(
1
)
、
B

、

B

裏
(
1
)
、B
裏
(
2
)の
五
つ
の
リ
ス
ト
に
は
、
①
徴
収
地
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
人
名
の
多
く
が
紫

亭
鎮
の
リ
ス
ト
と
重
複
す
る
の
で
、
全
て
紫
亭
鎮
の
リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
〔
栄
新
江
一
九
九
四
八
九

l

九
二
頁
〕
。

(
9
)
表
2

、

5

参
照
。
な
お
、
烏
竹
前
の

(
6
)に
お
け
る
頭
数
は
リ
ス
ト
本
文
の
一
六
O
頭
に
追
記
さ
れ
た
「
残
」
の
八
頭
を
足
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
「
残
」
の
追
記
は
(
6
)と
B

と
に
の
み
見
ら
れ
る
。
こ
の
両
者
が
所
有
頭
数
リ
ス
ト
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
う
し
た

追
記
は
頭
数
点
検
の
際
に
見
逃
し
た
羊
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
裏
(
1
)
の
陳
家
小
娘
子
やB
裏
(
2
)の
陰
定

子
・
張
清
子
に
は
「
捉
羊
」
・
「
捉
」
の
記
載
が
あ
り
、
B

の
楊
家
依
婆
に
は
「
欠
羊
」
の
追
記
も
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
も
所

有
頭
数
に
関
す
る
何
ら
か
の
追
加
分
を
示
し
て
い
る
も
の
と
忠
わ
れ
れ
る
。

(
日)
(
6
)
で
は
初
満
、
帳
設
。
B

で
は
泊
要
羅
、
李
襲
羅
、
朱
春
茶
、
何
倉
曹
、
木
羅
単
、
龍
平
水
、
王
虞
候
。

五
六
l

五
七
頁
]
、
向
達
説
の
方
が
妥
当
で



(
日)
B
と

(
6
)と
が
同
一
文
書
の
離
れ
で
あ
る
と
す
る
と
、
必
然
的
に
B
と

(
6
)と
の
裏
面
も
接
合
す
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
裏
面
に

現
れ
る
人
名
の
う
ち
、
裏
(
1
)の
子
悉
鶏
・
董
胡
八
、B
裏
(
1
)の
朱
阿
桑
・
何
悉
鶏
、B
裏
(
2
)の
曹
再
屍
・
善
通
が
A
の
リ
ス
ト

に
対
応
し
、
こ
れ
ら
が
紫
亭
鎮
の
同
時
期
の
所
有
頭
数
リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
裏
面
の
リ
ス
ト
は

A
に
は
直
接
関
係
し
な
い
所
有
頭
数
リ
ス
ト
で
あ
る
と
息
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
董
胡
八
の
所
有
頭
数
と
納
入
頭
数
と
の
比
率
が
四

O

対
二
と
な
り
妥
当
な
数
値
を
示
し
て
い
る
以
外
は
、
先
に
あ
げ
た
約
二0
1
三
O
頭
に
つ
き
一
頭
の
割
合
に
全
く
合
わ
な
い
か
ら
で
あ

る
。

*
追
記

(
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
)

本
稿
は
平
成
十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
特
別
研
究
員
奨
励
費
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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A Study of Three Documents on Sheep and Goat Tax among the 

Dunhuang Manuscripts 
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Akihiro SAKAJIRI 

Among the Dunhuang Manuscripts, there are three documents on 
sheep and goat tax (Stein document 8446+8468+8445, 8448A, 8448B). 
Although several studies have been made of these documents, little is 
known about their form, function, and contents. The purpose of this 
paper is to consider the form and function of these documents, the 
sheep and goat tax system in operation around the Dunhuang oasis. 

Their form will reveal that these documents are addressed from 

resident officials of garrisons (zhen 宮真) to the sheep and goat office 

(yang.si 羊司) in the middle of the tenth century. These documents conｭ

tain ten lists of sheep and goats in Zi-ting 紫亭 and Chang-le 常楽

garrisons, and the forms of the lists are different from each other. 
Added to 出is， one of the lists contains an expression indicating that 

the list was sent from someone lower to someone higher. It is clear 

that the former is the resident official of the garrison and the latter is 

the sheep and goat office collecting the taxes. 

From their contents, these lists may be divided into two types. 
One of them comprises the lists of sheep and goats owned by inhabit司

ants, the other one are the lists of sheep and goats collected as taxes. 
These two types lists are closely related to each other. We can recogｭ

nize from comparing the two that the owners of the sheep and goats 

must pay one in approximately 20-30 sheep or goats in tax. 

In conclusion, we can reproduce the tax system of sheep and goat 
as follows: 1) counting of sheep and goats around the garrisons, and 
composing the lists of sheep and goats owned by inhabitants, 2) 
collecting the sheep and goat tax, and 鑰mposing the lists of sheep 
and goats collected as taxes, 3) handing over the sheep and goats to 
the sheep and goat office, 4) some management after the facts. 
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